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2011 年度 研究旅行奨励制度 報告書 

 

      

～ アメリカの多様性と夢のブロードウェイ・ミュージカルを体験した旅 ～ 

 

 国際文化学部 国際文化学科 

高田夏帆 

 

 1542 年、イタリア人が初めてマンハッタン島を目にした時から始まった、世界都市ニューヨークは、

多くの移民らが互いに尊重し合い生み出した多様性というアメリカンバリューを具現化していく場と

して機能する。古来ヨーロッパでは、芸術は一部の恵まれた階層の人々のためのものであったのに対し

て、アメリカにおける芸術は常に産業と関わり、時に融合しながら発展したために、大衆向けのポピュ

ラー芸術と成り得た。特に大都市ニューヨークでは、建国当時から創り上げられ、発展を遂げてきたア

メリカ芸術の代表である“ミュージカル”文化が人々の生活に色濃く根付き、今もなお世界中の人々に

愛される。今回の旅は、今までの人生で一番大きいものになった。ミュージカルの魅力とニューヨーク

という素晴らしい街で得た経験を報告したいと思う。 

 

 ミュージカルと大都市ニューヨーク ～アメリカ芸術と多様性を経験する～ 

  アメリカ合衆国 ニューヨーク 

  2011 年 8 月 30 日(火) → 9 月 8 日(木) 

. 

私は幼い頃から舞台や音楽など、感性を表現するものに興味があり、現在ミュージカル文化に

焦点をあてて研究を進めているため、本場ブロードウェイ・ミュージカルを鑑賞することは研究

のためだけではなく、私の夢でもあった。大学に入ってからは、受講した様々な講義の中でもア

メリカに関する講義に関心を持ち、アメリカの国の在り方や文化、歴史すべてに魅力を感じるよ

うになり、特にニューヨークという街への憧れは日に日に増していた。 

 私の研究旅行の目的として、大きく 3 つある。 

 

①本場のミュージカルを鑑賞し、体験する。 

②ミュージカルの舞台美術・衣装について学ぶ。 

③演劇とは何か、プロの演技・歌唱を参考にし、人に与える影響を学ぶ。 
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 一つ目は、もちろんミュージカルを体験することである。ブロードウェイにて上演中の作品をできる

限り鑑賞し、本場のミュージカルを自らの五感で体験するという目的だ。日本でいくら文字資料を読ん

でも、少ない映像資料を観ても、ミュージカルの要素すべてを理解することは難しい。さらに現地でこ

れからの研究の材料になる資料をより多く集めることも目的の一つである。 

 

 二つ目は、ミュージカル特有の舞台美術や装飾、衣装を研究するという目的がある。私の母はクラシ

ック・バレエの講師をしており、衣装制作にも携わっているために、昔から自宅にはたくさんのきらび

やかなバレエ・コスチュームが置いてあるのが日常であった。その影響は大きく、衣装のセンスや細か

いつくり、豊かな色彩に興味を持った。現在も舞台衣装だけではなく、日常のファッションに関心があ

る。ニューヨークと言えば最先端ファッションの発信地でもあるために、街なかで見かけるニューヨー

カーのファッションコーディネートやお店のショー・ウィンドウなどに注目していきたい。 

 

 三つ目は、演劇の“演じる”という面に焦点を合わせることである。高校 2 年生の時からモデル事務

所に所属しており、数少ないが社会の中で CM などのお仕事をさせて頂き、演じるということが身近で

あった。幼い頃からバレエやミュージカルの舞台を観てきたために、演劇・演技には馴染みがあったの

で、どんなに一瞬でも設定された役柄になりきって演技をすることがとても楽しく、自分自身の違う一

面を発揮できる場である。だが、まだまだ私は力量不足であり、常に向上心を持って練習していきたい。

そのためには、やはりプロの演技から学ぶことに大きな意味があると思う。業界の第一線で活躍し、努

力している人々から少しでも自分自身に活かせることを発見し、これからの自分の参考にしたい。 

  

 以上のような目的から私はこの研究旅行を計画し、実行した。 

 

  

 第一日目 8/30(火)  7：55 福岡空港発→ 9：55 成田空港着 

           11：40 成田空港発→ 11：00 ジョン・F・ケネディ空港着 

           NYC Airporter バスでマンハッタン中心地へ(約 60 分)。 

           15：30 タイムズスクエアへ。マンハッタンのシンボルとも言える場所を散策し 

           NY へやって来た実感が湧いた。グラウンドゼロのあるロウアーマンハッタンへ。 

           徒歩で北上し、マンハッタンの道歩きを覚える。 

第二日目 8/31(水)  タイムズ Sq.付近(51st St.＆9th Ave.～42nd St.＆ B’way )を散策。ミュージカル劇 

場街で劇場の装飾を見てまわり、tkts にて現在上演中のミュージカル演目を確認。 

          19:00 NY に 5 年間留学中の知人に会い、ヘルズキッチン(44th St.＆8th Ave. ) 

付近のレストランにて NY についての話を伺う。 

第三日目 9/1(木)  アッパー・ウエストサイド(72nd St.～79th St.)へ。街並みは落ち着いていて 

閑静な住宅地には素敵な建物が並ぶ。その後ニューヨーカーのみならず多くの 

人々に愛されるセントラル・パークへ。広々とした芝生や池、木々の緑が 

美しく、街の喧噪から逃れられる憩いの場であった。 
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 第四日目 9/2(金)  ロウアーマンハッタンへ。もう一度建設中の New WTC 付近を歩き、 

ハドソンリバー沿いを南下してバッテリーパークからフェリーで自由の女神へ。 

トリニティ教会へ。ウォール街近辺散策。21:00 ロックフェラーセンター屋上 

展望台の Top of the Rock にて NY の夜景を楽しんだ。 

 第五日目 9/3(土)  5th Ave.ショッピング街を散策。有名高級ブランド店が建ち並ぶ。 

           15:00 tkts に並びミュージカルチケットを購入 

           20:00 『オペラ座の怪人』鑑賞。 

 第六日目 9/4(日)  15:00 『Wicked』鑑賞。(チケットは日本で手配済み) 

           19:30 オフ・ブロードウェイミュージカル『RENT』鑑賞。 

 第七日目 9/5(月)  グランドセントラル駅へ。ミッドタウンイースト(Park Ave.～Madison Ave.) 

                      付近散策。南下し tkts にてミュージカルチケット購入。 

           20:00 『CHICAGO』鑑賞。 

 第八日目 9/6(火)  アッパー・ウエストサイドの書店バーンズ＆ノーブルへ。セントラルパーク 

南部の Columbus Circle にあるショッピングモール内のナチュラルフード 3 大 

ストアの一つ、ホールフーズ・マーケットへ。 南下し Spring St.駅から 

ソーホー付近散策。高級ブティックやカフェ、ギャラリーの点在する 

           お洒落で洗練された街並。バーンズ＆ノーブル Union Sq.店にてミュージカル 

                      関連の書籍を読み、CD を購入。 

 第九日目 9/7(水)  5:00 チェックアウト→ taxi でラガーディア空港へ 

           8:00 ラガーディア空港→ 9:30 オヘア空港(シカゴ)着 

           10:50 オヘア空港発  

 第十日目 9/8(木)  帰国日。 13:30 成田空港着 18:10 成田空港発→ 20:00 福岡空港着 

 

  

  

１．About  Manhattan 

 私が今回訪れたのは、主にニューヨーク市のマン

ハッタン。ニューヨーク市には、マンハッタン、ブ

ルックリン、ブロンクス、スタテンアイランドの５

つの区があり、主な観光ポイントはマンハッタンに

集中している為、旅行者にとってのニューヨークと

はマンハッタンを指すことが多い。 

 マンハッタンの道路は、碁盤の目状になっていて、

東西を走る Street (通り＝略 St.)と南北に走る

Avenue (街＝略 Ave.)が交差する。St.と St.の間は約

80ｍ、Ave.と Ave.の間は約 250ｍで、道には 

必ずどの St.や Ave.なのかの標識が立っている為 

に徒歩でも非常にわかりやすい街のつくりである。  到着日は快晴。夢のタイムズスクエアに大興奮！ 
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 空港からバスでマンハッタン中心の Port Authority Bus Terminal (42nd St.＆8th Ave.)に到着した瞬間、

空高くそびえ立つ個性的なデザインの高層ビル、昼間からチカチカと輝く建物のネオン、からっとした

空気、屋台トラックから漂うホットドックの香り、様々な人種の人々の話し声・・・ついにニューヨー

クへやってきたのかと深く呼吸をしてみた。天気は快晴。日差しも強く、気温は 32℃ほどあるように感

じたが、日本と比べると湿度が低いために空気が軽く、風が吹くと気持ちが良いほどの気候であった。

はじめは St.も Ave.も自分がどこにいるかさえもわからずにいたが、地図をみてじっくり考えてみると、

意外と道は単純だとわかり、一日かけてマンハッタンの道歩きはマスターできた。 

  

宿泊先は、9th Ave.と 51st St.にあるニューヨーカーも暮らす普通のアパートメントに 8 泊した。 

このアパートメントの立地はミュージカル劇場の集まる、シアター・ディストリクトまで歩いて 5 分も

かからないくらいのところに位置しており、非常に便利であった。夜遅くにミュージカルが終わっても

一人で歩いて帰れるほどだ。ニューヨーク＝治安が悪いというイメージを持っている方も少なくないだ

ろうが、実際に自分自身がしっかりと注意し(カバンの持ち方や歩く道の選び方)、危険察知のアンテナを

常にはりめぐらせておけば、危険な目に遭うことはそうないような街になっていると感じた。基本的に

ミッドタウン(タイムズ Sq.付近)は観光客で溢れ、笑顔で写真を撮る家族連れや買い物袋をたくさん抱え

た若者たちなど犯罪がおきるようなムードではなかった。しかしあまりに人が多いので、気をつけてい

なければスリなどの犯罪には遭ってしまうかもしれない。 

 とても感心したことがあり、これはマンハッタン中どこででも共通していたのだが、人ごみや道端で

すれ違った人にぶつかった時には、必ず誰でも「Excuse me.」とどれだけ急いでいても声をかけるので

ある。日本ではぶつかればお互い嫌な顔をして通りすがったり、人に舌打ちをしたり、急にどなったり

と冷たいなと感じることが多々あるのだが、ニューヨークではそのようなこともなく、人ごみでぶつか

っても一言の挨拶があるからこそ爽やかに、気分良く過ごせた。 

 

  さて、一日目にはタイムズ Sq.を満喫した後に、 

ロウアー・マンハッタンへと向かった。まず始めに 

どうしても 9・11 の現場をこの目で確かめたかった。 

テロ後しばらくは「グラウンド・ゼロ」と呼ばれたが 

現在は「ワールド・トレード・センター」が一般的な 

名称。現在この跡地は工事現場と化し、総工費$70 億 

以上の再建工事が進行中である。2013 年には、アメ 

リカの独立年にちなんだ 1776 フィート(約 541ｍ)もの 

高さになるフリーダム・タワーが完成予定であり、 

その周りには高層ビル群、公園や記念館などの建設が 

予定されている。WTC の周りは厳重な警備が続いて 

おり、パトカーや警官が多く、建設現場の周りには高 

い塀がたてられていた。だが、快晴の空がガラスに 

映り、輝く新しいビルの姿は堂々としており、テロの 

脅威に負けず、再び立ち上がる NY の強さを感じた。 
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《自由の女神について》 

 四日目に再び訪れたロウアー・マンハッタンにあるバッテリー・パークからフェリーに乗ると、かの

有名な“自由の女神”へ行くことができる。Statue of Liberty はアメリカ合衆国の独立 100 周年を祝っ

て、フランスより友好の印として贈呈された銅像である。1984年には世界文化遺産にも登録されている。 

 

 まずフェリーのチケットを購入するのにとても時間

がかかった。観光客で溢れているのである！さらに、

フェリーに乗る前には空港で受けるような厳重なセキ

ュリティチェックがある。これをクリアするとあとは

乗れるだけフェリーに乗せて、いざ出発という流れだ。

フェリーはハドソン川を横断し、Liberty Island へと

向かうのだが、ここからのマンハッタンの眺めは素晴

らしかった。約 20 分ほどで到着し、いよいよ女神像の

もとへ・・・ 

 

 

 なんだか絵を見ているような気分になる風景であ 

った。雲ひとつない青空に堂々とそびえ立つ女神像。

それ以外に高い建物が一つもないために宙に浮いた

ように突然現れるのである。ついにニューヨーク、そ

してアメリカのシンボルを目の当たりにした。 

 

 右手には、移民たちの希望の象徴であるたいまつを

高々と掲げ、左手には、合衆国の独立記念日である

1776 年 7 月 4 日と刻印された独立宣言書を持つ。足

元は切られた鎖があり、自由になったことを示す。 

7 つある王冠の角は、7 つの大陸と 7 つの海を表す。 

現在女神像の内部は補修工事中であり、王冠部分は閉

鎖されていたため登ることはできなかった。 

 

 

  余談ではあるが、 

  横から見た女神像 

                         は何だかアキレス 

                         腱のストレッチを 

                         しているようで、 

                         キュートであった 

                         (笑)     → 
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《お気に入り PLACE ☆ Upper West Side !!! 》 

  

この地区は何度も訪れた。ミッドタウンの喧騒から逃れられる

落ち着いた街並みである。ナチュラルフードを扱うマーケットや

お洒落が洗練された最先端アメリカンカジュアルのブティック

などがブロードウェイ沿いには建ち並ぶ。1870 年頃から住宅地

として開発され始め、ゆったりとした時間が流れ気取っていない

高級住宅地であった。セントラルパークの西に位置し、アメリカ

自然史博物館やジョン・レノンとオノ・ヨーコが住んでいた高級

マンションのダコタ・アパートなどが近くにある。小さな学校な

どもあり、子どもたちが道端にチョークで書いた可愛らしい落書

きもあったりと、自由な雰囲気が漂う街並みであるため、一日中

ここにいても飽きることはない。 

 

中でも一番お気に入りとなった場所はセントラルパークである。 

59th St. ～110th St.に及び、南北に約 4km・東西に約 800m と単に公園というにはスケールが広すぎ

るほどの面積である。アッパー・ウエストサイド側の 77th St.からパーク内に入った。平日の昼前に訪

れたが、ランニングをする人、新聞を読みながらパンを食べる人、恋人と仲良く話しながら歩く人、写

真をたくさん撮る観光客、芝生に寝転がってくつろぐ人、家族連れで野球をして遊ぶ人・・・本当にい

ろいろなことをして自分の時間を自由に楽しんでいる人ばかりだった。広いながらにきちんと整備され

ている芝生や置かれているベンチの多さ、どれもこれもスケールの大きさが違うのだ。 

 

   

  パーク内を馬車がたくさん走っています！    ボウ・ブリッジの上から 

 

 日本では周りの目を気にして、窮屈な空間だと感じることが多々ある。ここでは人の目を気にする人

などいない。すべてが自由であり、自分の好きなように時を過ごせる憩いの場所として確立されている

パークだった。木々の緑とパーク内を吹き抜けるそよ風、人々の笑顔と話し声についつい時がたつのを

忘れ、鼻歌をうたってしまうほど癒される場所である。 
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《その他》 

①フラットアイアン・ビル：一日目にロウアーマンハッタンから北上して歩いた際に、B’way と 5th Ave. 

が交差する 23rd St.まで来た時に突如現れた、奇妙な形をしたビルである。 

ニューヨークで最初に造られた高層ビルと言われるこのビルは、高さ 87m 

ほどであるが、建てられた 1902 年当時は世界一高いビルであった。建築家 

ダニエル・バーナムによる建築物。 

 

②街中のアート：様々な場所にいきなりオブジェが現れる、ユニークなマンハッタン。ただ歩くだけで 

        すぐに写真を撮りたくなるような場面にたくさん遭遇した。 

 

③グランド・セントラル駅：1913 年、工事費＄80 億をかけて建造された、マンハッタンを代表する 

             歴史的建造物。中に入ると天井の高い空間が広がり、さらにその天井に 

             は夜空をイメージした星座の天井図が描かれている。多くの人々が利用し 

             ており、駅構内は賑わっていた。 

 

④トップ・オブ・ザ・ロック：ロックフェラー・センターの人気の展望台。ここから見る夜景の美しさ 

              は格別であった。ニューヨークのランドマークとも言えるエンパイア・ 

ステート・ビルが目の前にそびえ立つ迫力で、一番上の 70 階には柵がな 

く開放感に満ちあふれた。360 度広がる夜景には言葉がでなかった。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

   Red Cube 

 フラットアイアン・ビル                                  グランドセントラル駅 
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２．About ミュージカル 

私の研究旅行のメインテーマはミュージカルである。今回は 4 作品観ることができた。 

    右から、『オペラ座の怪人』、『RENT』、『Wicked』、 

『CHICAGO』である。この冊子は劇場に入って席に 

つく時に案内人からもらうことができる。中には、 

その演目のキャストや劇中の曲目の紹介、キャスト 

の紹介などが書かれている。Show を観た人しかも 

らえない貴重な資料だ。 

 

では、４つの演目を以下の６つの頄目ごとに考察していく。 

① 劇場  ② 私が観た日時  ③ 観客の年齢層・服装など 

④ 劇場内の内装・舞台装置   ⑤ 作品について  ⑥ 作品のストーリー 

 

 

  ① MAJESTIC 劇場 

  ② 9/3(土) 20:00～ 

  ③ 週末の夜、そして演目がオペラ座ということもあり、スーツとドレスでフォーマルにきめて 

いる夫婦やカップルが多い。しかしこれといった決まりはないために、観光客の中には、短パ 

ンに T シャツで来ている人もいて、服装は様々。ただ４つの中で『オペラ座』が一番フォーマ 

ルな服装の人が多かった。 

  ④ とにかくきらびやかで美しい。19 世紀パリ・オペラ座を意識して内装してある為、天井や舞台、 

照明などが細かい装飾で飾られ、オペラハウス仕様になっている。 

  ⑤ 『オペラ座の怪人』はブロードウェイにおいて 1988 年初演のロングラン・ヒットミュージカル 

である。フランスの作家ガストン・ルルーの長編小説を原作とするこの音楽劇は、アンド 

リュー・ロイド・ウェバーによって見事なミュージカル・オペラに仕立て上げられている。 

ヨーロッパにおいて 19 世紀はオペラの時代であったが、オペラの作曲の才能を持った彼が 

生まれたのは 20 世紀のミュージカルの時代であったがために、現代音楽の系譜に加えるには 

ためらわれるようなロマンティックな響きと優美な装飾性を備えたミュージカルが完成したの 

である。繰り返し要所で流れ出す、The Phantom of the Opera や All I Ask of You の美しい 

キーのメロディが印象に深く残る。 

  ⑥ 19 世紀パリ。オペラ座の地下に棲みつく、天才的才能をもつが容姿が醜い怪人(ファントム)が、 

若いソプラノ歌手・クリスティーヌに恋をし、“天使”として歌の技術を授ける。しかし、彼女 

の幼馴染の貴族、ラウルがオペラ座の新オーナーとなり恋人となる。ショックをうけたファン 

トムはクリスティーヌを奪おうと、オペラ座に次々と不吉な事件を仕掛ける。しかし二人の愛 

の強さやクリスティーヌの優しさに、ファントムにとっては叶わない悲しい恋であったが彼は 

本当の愛を知り、姿を消す。 
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              『オペラ座の怪人』の MAJESTIC 劇場 

 

 

  ① GERSHWIN 劇場 

  ② 9/4(日) 15:00～ 

  ③ 日曜の昼間ということもあり、若者からお年寄りまでいろいろな年齢層の人が観に来ていた。 

服装はいたってカジュアルめであるが、やはり劇場での公演のため、女性はワンピースや 

お洒落なカットソーなどをコーディネートしてきていた。男性はスーツなどのきちんとした 

服装の人をあまり見かけなかった。 

  ④ ブロードウェイの劇場で最も大きな劇場の一つであるガーシュウィン劇場は、内装は黒を基調 

とした Wicked の魔法の世界をイメージしてある。客席はとても広々としており、シンプル。 

だが舞台装置は大掛かりなもので、装飾に凝っている。その凝った装置が演出の際に活かされ 

ており、視覚的効果をもたらすつくりになっていると感じた。 

  ⑤ 2003 年ブロードウェイ初演の『Wicked』は、ハリウッド大手映画会社・ユニバーサル映画が 

    14 億円を投じて制作。豪華で見ごたえのある舞台装置や、観客の耳に残るメロディの歌、大勢 

のキャストによる迫力ある踊りなど見所はたくさん。さらに 800 種類ものアシンメトリーな衣 

装のデザイン性は素晴らしく、一つ一つ凝った演出に魅せられる。現在ブロードウェイ№１の 

人気を誇るこの作品は、当日券などに出回ることはほとんどなく、チケット購入サイトにおい 

てプラチナ・チケットとして入手困難なことが多いほどである。劇団四季による日本版が 2007 

年に開幕し、日本においても人気を博している。 

  ⑥ 「オズの魔法使い」の物語の裏に隠された、2 人の魔女・エルファバとグリンダの話である。舞 

台は人も動物も同じ言葉を話し、共存しているオズの国。エルファバは生まれつき全身緑の特 

異な肌の色をしていたために、家族や友人から疎まれてきたが、不思議な魔法の力を持ってい 

おり、大学へ通うことになった。そこで見事な美貌と天性の明るさをもつ人気者のグリンダと 

出会い、性格も外見も違う二人が、偶然と誤解から打ち解けるようになり、友情が芽生えた。 

ある日エルファバのもとに、オズの魔法使いから招待状が届く。偉大な魔法使いから招待を 

受けたことで彼女たちは喜ぶが、実はこの魔法使いが自らの権力のために、動物たちの声を 
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奪っている異変の元凶であることをエルファバは知ることに。この事実に驚き怒りを隠せない 

エルファバは、動物たちを解放するために闘うことを決意する。エルファバに見抜かれてしま 

った魔法使いは、エルファバは悪い魔女であり危険だと国民を駆り立て、グリンダはオズを救  

う良い魔女であるとシンボルとして祭り上げるのである。エルファバとグリンダの友情、そし 

て小さな恋のストーリーをも織り交ぜながら、善悪とは何か、自分の信念を貫き通す強さを教 

えてくれるファンタジーで深い物語である。 

 

 

  ① NEW WORLD STAGES (オフ・ブロードウェイ) 

  ② 9/4(日) 19:30～ 

  ③ オフ・ブロードウェイといって、ブロードウェイの劇場よりも 

小規模な劇場での公演作品のため、カジュアルな服装の人が多 

い。人気作品であるが、ミュージカル慣れしているような観客 

    も多いようで、歌を一緒に口ずさんだりしている人も見られた。 

会場中の人々が一体化して、舞台を盛り上げるような雰囲気で 

あり、終始熱気に満ちていた。 

  ④ NEW WORLD STAGES は、オフ・ブロードウェイ作品の劇場で、中に入ると自分が持ってい 

    るチケットの作品が上映されるシアターを案内してもらえる。地下にステージがいくつかあり、 

    まるで映画館のようなつくりになっている。ブロードウェイの大型シアターに比べるとかなり 

    狭く感じるが、狭いなりに非常に工夫を凝らして空間を最大限に利用している舞台であった。 

    金属の枠組みに、階段やポールなどがうまく配置され、マンションの様子をうまく表している。 

  ⑤ 原作はプッチーニの名作オペラ『ラ・ボエーム』。その現代ニューヨーク版という体裁をとり、 

1830 年当時のパリに住むボヘミアン的な芸術家の群像が、1990 年代のニューヨーク・イース 

トビレッジのアパートに住む家賃(レント)が払えないほど貧しい若者たちに置き換えられてい 

る。この名作の作者はジョナサン・ラーソン。1996 年 2 月にオフ・ブロードウェイで開幕する 

とニューヨークタイムズに絶賛の評が出るなど一躍評判になり、2 ヶ月後にはブロードウェイへ 

の進出が決まった。しかし悲劇的だったことに、オフ・ブロードウェイの初日直前に 35 歳の若 

さでジョナサン・ラーソンが急死。7 年がかりでこの作品に情熱を注いだ新人作曲家が、成功を 

目の前にして世を去ったことにより、この遺作ミュージカルは伝説性をおびることになる。2008

年に惜しまれながらも閉幕。だが、2011 年 8 月 11 日オフ・ブロードウェイにて再開幕した。

劇中のほとんどが歌で構成されており、重要な台詞も歌詞に乗せて伝える。ロック・ミュージ

カルといってもロックンロール、ブルース、ゴスペル、レゲエ、サルサなど様々な曲が混在す

る。スター俳優はいないが、多人種の若い俳優たちが高度な歌唱力を発揮して力強い舞台を創

り上げる。 

  ⑥ 貧しいロッカー兼ソングライターで元麻薬中毒者である上に HIV 患者であるロジャー。上の階 

    に住む SM クラブで働きヘロイン中毒のダンサー、ミミとロジャーは惹かれあい恋に落ちる。 

    売れない映像作家のマークは狂言回しであり、彼の元恋人はレズビアンだった。ロジャーと 
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    マークの友人、コリンズは HIV 患者でゲイ。ある寒い夜、コリンズは女装ゲイのエンジェルに 

出会い、二人は恋に落ちるがエンジェルはエイズで死んでしまう。ロジャーはミミへの愛と、 

自分に迫る死への恐怖から名曲を残したいという欲求に苦悩する。エイズによる死が近づいた 

ミミは姿を消すが、衰弱しきった体で友人に見つけられアパートに戻る。最愛の恋人を失いそ 

うになるロジャーは彼女に最高の曲を捧げる。するとミミは蘇り、なんとエンジェルがみんな 

のもとに戻してくれたと語る。命の大切さと死という恐怖に負けずに、自分らしさを貫き通し 

ながら生きる若者たちの強さと絆に心打たれる作品だ。 

 

 

  ① AMBASSADOR 劇場 

  ② 9/5(月) 20:00～ 

  ③ 作品がシックでお洒落なので、観客も黒や綺麗な色のカクテルドレスを着た女性などが多い。 

    月曜の夜だというのに、人がかなり多く、20:00 前には劇場前に長蛇の列ができていた。 

  ④ 劇場内外ともに、基本色は黒と赤と白。劇場街には歴代キャストの女性たちの写真が飾られて 

    いた。劇場に入ってみると驚いたのだが、入口から二・三歩入るとすぐそこに観客席がある。 

    平たいつくりで、客席は横に長く広がっている。舞 

台装置はほとんどなく、特殊な部分は、舞台上にひ 

な段があり、観客にオーケストラが見える形式をと 

っているところである。指揮者が作品中にキャスト 

と絡んだり、声を出したりと、キャストの一部にな 

っている所も面白い。 

  ⑤ 1975 年、ブロードウェイの伝説的人物である鬼才、 

ボブ・フォッシーによる振付で初演。1996 年には 

ウォルター・ボビー演出によるリバイバル版が初演。 

ストーリー性はあまり重視されておらず、場面ごとに  

中身を要約する口上が入るようなヴォードヴィルスタイルの作品である。黒で統一された極め 

てシンプルな舞台装置が照明と連動して高い効果を上げ、黒のコスチュームのセクシーなダン 

サー達の姿を際立たせる。演技はバンドのひな段前の何もない空間で行われる。リバイバル版 

の振付家、アン・ラインキングはフォッシーの振付を引き継ぐものであり、腰を低く落として 

のけぞるように手をあげるダンスなど、独特のスタイルの振りはまさにボブ・フォッシー印と 

いえるデカダンな雰囲気を漂わせる。 

⑥ 女性犯罪者を収容する 1920 年代のシカゴの刑務所が舞台。殺人罪で収監されているヴェルマ・ 

ケリーはその牢名主的存在で、女性看守を賄賂で抱き込み、好き放題に暮らしている。そこへ 

愛人を殺害した罪でロキシー・ハートが入ってくる。ロキシーとヴェルマはともにマスコミ 

操作に秀でた悪徳弁護士ビリー・フリンと手を結び、最終的には無罪を勝ち取り、ヴォードヴ 

ィルのスターとして出世していく。ロキシーとヴェルマは弱肉強食の世界をたくましく生きぬ   

く悪女であり、犯罪が公然とまかり通る社会をシニカルに風刺している物語だ。 
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３．ミュージカルを観て 

 夢のブロードウェイ・ミュージカルを観て、いろいろな刺激を受けた。少しこもっていてスナック菓

子の香ばしいにおいのする劇場内は、夏場はクーラーがききすぎて寒く、日本の劇場では考えられない

が飲食 OK である。どの公演でも開演の 30 分前に開場だが、あっという間に満席になる。ニューヨーク

においてミュージカルは重要な観光産業の一つであるが、観光客のみならず、地元の人々もたくさん訪

れる。ミュージカル関連の看板や張り紙がブロードウェイ付近の街中には数えきれないほどあり、ミュ

ージカルという文化が人々の日常に根づいているこ

とがわかる。 

 

 今回、4 作品を観たが、どの作品も日本で映画な

どを観たためにストーリーは知っていた。映画は異

なる場所で撮影した様々なシーンを同時に画面上に

映したり、3G や特殊効果によって迫力を増すこと

ができるなど、映画でしか表現できない方法がある。

それと同じように、ミュージカルには舞台上の限ら

れた空間でいかに魅せるかという工夫が凝らされて

いる。舞台が広いか狭いか、装置が多いか少ないか、 

そのようなことはあまり関係なく、その作品を魅せることができるような空間の活かし方をしていると

感じた。照明の当て方ひとつにしても視覚的効果のある印象深いシーンを作り上げる重要な要素となる。 

そして、舞台をつくる要素で最も重要なのがキャストの俳優であると思った。彼らのエネルギッシュで

力強く、時に繊細で、しなやかな歌声とダンスと表現。魂の底から揺さぶられるような迫力に、終始こ

ぶしを握りしめ、鳥肌が立つ舞台であった。 

 

特に私が一番感銘を受けた作品は、『RENT』である。

もちろん他の３作品も素晴らしかったのだが、この

『RENT』はただ単に、キャストの歌やダンスの技術

が素晴らしいだけでなく、作品の深さと人々に訴えか

けるメッセージに心打たれた。若者たちの間で深刻化

しているエイズを基本的なテーマとして、生と死、そ

して愛と絆を強く訴えかける。死の濃い影と恐怖に懸

命に立ち向かう若者たちのリアルで切ない生き方が

私の心につきつけられた。劇中の楽曲の良さがまた一

層その感情を盛り上げる。二幕のはじめにカンパニー(キャスト全員)が舞台上で横一列になって歌う

「Seasons of Love」や Final からは彼らが観ている人に心から伝えたい気持ちを歌にのせているように

感じた。キャストの中には感情が高揚して泣いている俳優もいたので驚いたが、それほどの気持ちを持

って舞台に臨んでいると思うと、みている私も涙せずにはいられなかった。歌の中に、「未来もない、過

去もない、一瞬一瞬を最後のものとして生きる」とあるが、近づく死を前提として残された時間を大切

に生きようとする若者たちの姿には、言葉にならない感動があった。 
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４．ニューヨークへ行って得たもの 

   この研究旅行で期待される成果として事前に挙げていたのが、卒業論文のための研究ということ

であったが、そのためになるとても有意義な研究旅行になったと思う。まず、テーマとしてミュージカ

ルを中心としたアメリカの大衆文化とアメリカ社会の繋がりを考察し、芸術が人と社会に与える影響や

いかにして発展したかという内容を書く予定である。特に、ミュージカル『RENT』を中心にアメリカ・

ニューヨークについて研究を進めていきたいと思う。 

ニューヨークという街についても関心が強くなった。日

本には、ほとんど日本人しかおらず、外国の方はごく一部だと

いうイメージが強い。だが、アメリカでは多人種・多国籍が当

たり前なのだと改めて実感した。料理もファッションも音楽も

何もかもがバラバラで自由なのだが、なぜか一つの街にまとま

っている。これが“アメリカらしさ”ということなのかと感じ

た。二十四時間眠らない街と言われるニューヨークは、どこを

見ても誰を見ても何を見ても、飽きることなどない、不思議で

面白すぎる街なのだ。 

そして、この街を訪れる人々、この街に住む人々の人間性にも興味がわいた。大都会に生きる人々だが、

非常に人間味のある温かい人々が多いのである。日本人とは違って、感情をストレートに表現するアメ

リカ人の文化にはとても憧れる。それを一番実感したのが、ミュージカルの公演中である。日本で演劇

の舞台などを観るときは、基本的に観客は一言も声を発さず、拍手のみか、最後にブラボー！と声を発

する人が数人…という程度である。しかし、ニューヨークではまず開演のブザーが鳴り、電気が消えた

瞬間からワァーという歓声に会場が包まれる。劇中でもキ

ャストがジョークを飛ばしたり、おもしろおかしく表現し

た際には遠慮なく爆笑するのである。最後のカーテンコー

ルでは異常なほどの熱気と鳴り響く拍手と歓声がいつま

でも止まない。どの公演でもだが、全員総立ちのスタンデ

ィングオベーションで締めくくられ、幕が降りた後も、興

奮冷めやらぬ状態で皆、会場を後にするのだ。こんな経験

は日本のどこででも経験することはできないだろう。 

 

 

世界中にはまだまだ未知の世界が広がっていて、現地に行ってみないとわからない文化があると

思うと、自分の可能性を広げるためにも行動することが一番重要であると思う。自らの足で一歩前へ進

む勇気を持って違う世界へ飛び込むと、こんなにも得られるものがたくさんあるのだと感激である。文

字にはできなかった感情を忘れることなく記憶にやきつけ、一生の宝として今回の旅を大切にしたい。

最後に、国際文化学部の先生方、熱心にアドバイスを下さった宮平先生、一人旅を心配ながらも支えて

くれた家族、応援してくれた友人にこの場を借りて感謝の意を表したい。 

                                   2011.9 高田夏帆 

 


